
 

 

 

 

 

互いを尊重し思いやる 

校長  髙瀬 智子 

 

 先月 20日の学校公開では、多数御参観いただき、ありがとうございました。新しい学級となって、約２か月、

子どもたちの学ぶ様子を御覧いただけたことと思います。また、PTA の総会も行われました。今年は、大きな節

目である創立 150周年に関わる取組があります。連携を図り、協力いただきながら、進めていきたいと思います。 

午後には、コミュニティ・スクール総会が本校を会場にして行われました。市教育委員会、各学校のコミュニ

ティ・スクール委員や教職員等、総勢 104人が集まり、コミュニティ・スクール委員会の取組に関する報告や、

持続的なコミュニティ・スクール委員会の在り方について協議を行いました。どの学校のコミュニティ・スクー

ル委員会も学校での取組が一層充実するよう、子どもたちのために何ができるかということを考え、進めている

ことが共有でき、また、多くの方に支えられて学校があることを実感できる場となりました。 

さて、先月は、７年ぶりに日本で G7サミットが行われ、各国の首脳が広島に集まり、平和や環境など国を超え

て検討すべき事項について、協議を行い声明が出されました。サミットが行われた様子から、改めて、直接会っ

て協議することの大切さを感じました。オンラインでのやり取りも可能ではありますが、直接話すことは、より

お互いの立場や考えを理解していくことにつながると改めて考える機会となりました。学校では、日々、子ども

たちは、大勢の仲間と過ごしていますが、互いの考えや思いを分かろうとすることの大切さを日々の生活で育ん

でいきたいと考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度、本校では「人権の花」を育てる取組を実施します。環境委員会の児童が中心になって行いますが、今

週月曜日の全校朝会で、「人権の花」運動の開会式を行いました。人権擁護委員の方からのお話や、児童による宣

誓の言葉がありました。一人一人を大切な存在として、互いに尊重する心の醸成につなげていきたいと考えます。 

また、６月はふれあい月間でもあり、いじめ防止に関して、アンケートを実施するほか、学習や指導を行って

いきます。特に、言葉遣いについて、相手を思いやった言葉をかけることを中心に行っていきます。子どもたち

が安心して生活できるように、学校としても取り組んでいきますが、御家庭においても、相手を思う言葉遣いな

どについて触れていただけたらと思います。また、お子さんの様子や変化について見守っていただき、気になる

ことがありましたら、御相談いただきたいと思います。 

  

 

 

 

 

 

 

 

福生一小ホームページ http:// fussa-1e.hs.plala.or.jp/ 

 

学校だより 
        

令和５年６月１日 
６月号 
福生市立福生第一小学校 
校長 髙瀬 智子 

（人権擁護委員の方によるお話） （キャラクターの紹介） （代表児童の宣誓） 

令和５年度コミュニティ・スクール委員会委員 (敬称略) 

 今年度の本校コミュニティ・スクール委員を紹介します。 
委員長：德永 喜昭   
委 員：住友 郁治  笹本 重子 中森 富久  浦野 明宏 石橋 朋広  

津島 知津子 島田 令子 斉藤 純一郎 髙瀬 智子 


